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交 通 災 害 共 済
未加入のかたは、いますぐ加入申込みを！

掛
　
　
金
　
一
人
当
り
5
0
0
円
（
た
だ
し
、
中
学
生

以
下
の
小
人
は
3
0
0
円
で
す
。
）

共
済
期
間
　
昭
和
5
0
年
４
月
1
日
か
ら
昭
和
5
1
年

３
月
3
1
日
ま
で
。

申
込
期
日
　
申
込
み
は
年
度
途
中
い
つ
で
も
で
き

ま
す
が
掛
金
は
変
り
ま
せ
ん
の
で
、
早

く
加
入
し
た
方
が
有
利
で
す
。

見
舞
金
　
死
亡
の
場
合
は
6
0
万
円
、
負
傷
の
場

合
は
程
度
に
よ
り
５
千
円
か
ら
1
5
万
円

ま
で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

昨
年
４
月
1
日
か
ら
、
こ
の
3
月
2
5
日
ま
で
に

共
済
に
加
入
さ
れ
た
方
へ
支
給
し
た
見
舞
金
は
、

4
4
万
円
（
負
傷
1
2
件
）
で
し
た
。

人口と世帯
( 4月1日現在)

人　口　　　5, 534人

男　　2, 592 人

女　　2, 942人

世帯数　　1, 436世帯

昭和50年４月１日

納
税
は
納
期
内
に

固
定
資
産
税
の
第
1
期
分
と

軽
自
動
車
税
の
納
期
が
４
月
末

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
内

に
お
忘
れ
な
く
。

交
通
事
故
巡
回
相

談
日
の
お
知
ら
せ

昭
和
5
0
年
度
の
交
通
事
故
巡

回
相
談
所
が
次
の
と
お
り
開
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
よ
り
お
困
り
の

方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い

料
金
は
無
料
で
す
。

◎
巡
回
日
時

毎
月
第
1
木
曜
日

1
0
時
か
ら
1
5
時
ま
で

◎
巡
回
場
所

油
谷
町
役
場

新
年
度
予
算
決
る

一
　
　
　
　
般
　
　
　
会
　
　
　
計
　
　
六
億
九
千
四
百
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
　
　
一
億
五
千
五
百
万
円

簡
　
易
　
水
　
道
　
事
　
業
　
会
　
計
　
　
一
億
二
千
三
百
万
円

交
通
災
害
共
済
事
業
会
計
　
　
　
　
　

四
百
万
円

同
和
福
祉
援
護
資
金
貸
付
事
業
会
計
　
　
　
　
二
千
万
　
円

昭
和
5
0
年
度
予
算
編
成
に
当

り
政
府
は
そ
の
方
針
と
し
て
、

物
価
の
安
定
を
図
る
た
め
引
き

続
き
抑
制
的
な
基
調
を
堅
持
し

国
民
生
活
の
安
定
と
、
福
祉
の

充
実
に
配
意
し
、
経
済
情
勢
の

推
移
に
対
応
し
て
、
機
動
的
、

弾
力
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
を

予
算
編
成
方
針
で
述
べ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
受
け
る
末
端

の
地
方
自
治
体
に
於
き
ま
し
て

も
最
近
新
聞
誌
上
を
賑
わ
し
て

お
り
ま
す
通
り
、
財
政
の
硬
直

化
も
一
段
と
深
刻
化
し
、
本
村

と
致
し
ま
し
て
も
例
外
で
は
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
昭
和
5
0
年
度
予
算

編
成
方
針
を
一
言
で
申
し
ま
す

な
ら
ば
、
前
村
長
よ
り
引
継
ぎ

の
数
々
の
継
続
事
業
の
早
期
完

成
と
、
健
康
で
明
る
い
、
村
づ

く
り
に
全
力
を
傾
注
し
た
と
言

え
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
い
よ
う
な
基
本
方
針
に
基

づ
い
て
編
成
致
し
ま
し
た
。
昭

和
5
0
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の

規
模
は
、
六
億
九
千
四
百
万
円

（
対
前
年
度
四
億
匕
千
二
百
万

円
、
4
7
％
増
）
と
な
っ
て
お
り

ま
よ
。

才
入
の
主
た
る
事
頃
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
と
、

村
税
の
収
入
見
込
額
は
六
千

百
万
円
（
対
前
年
度
五
千
百
万

円
、
1
9
％
増
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
地
方
交
付
税
の
予
算
計

上
額
二
億
八
千
五
百
万
円
（
対

前
年
度
一
億
九
千
百
万
円
、
4
3

％
増
）
と
な
り
前
年
度
に
比
べ

余
裕
財
源
の
厳
し
さ
を
示
し
て

お
る
か
と
思
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
の
収
入
見
込
六

千
二
百
万
円
（
対
前
年
度
八
千

二
百
刀
円
、
7
5
％
減
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
過
年

度
災
害
復
旧
事
業
費
（
三
千
万

円
）
が
昨
年
で
完
了
し
た
こ
と

県
支
出
金
の
収
入
見
込
一
億

二
千
二
百
万
円
（
対
前
年
度
二

干
九
百
万
円
1
.
2
倍
の
増
）
と
な

り
ま
す
が
、
本
年
度
新
規
事
業

で
あ
り
ま
す
、
同
　
相
福
祉
援
護

資
金
貸
付
事
業
補
助
金
（
千
三

百
万
円
）
昨
年
度
よ
り
実
施
の

農
村
綜
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
補

助
金
（
七
千
四
百
万
円
）
が
主

た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
新
年
度
予
算
の
主
た
る

施
策
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と
．

△
　

総
　

務
　

貧

村
有
林
撫
育
費
百
五
拾
万
円

印
鑑
登
録
並
証
明
事
項
改
正
に

伴
う
経
費
四
拾
万
円

県
並
び
村
議
会
議
員
及
び
農
業

委
員
選
挙
経
費
百
万
拾
万
円

国
勢
調
査
等
経
費
七
拾
五
万
円

△
　
民
　
生
　
費

国
保
会
計
繰
出
金
五
百
万
円

敬
老
者
記
念
品
代
四
拾
二
万
円

8
0
才
以
上
の
老
人
一
人
三
千
円

支
給

老
人
健
康
診
査
（
無
料
）
実
施

経
費
拾
八
万
円
　
　
・

老
人
家
庭
奉
仕
員
並
び
介
護
人

等
経
費
百
万
円

ひ
と
り
暮
し
老
人
ベ
ル
設
置
工

事
費
六
万
円
三
戸
設
置

老
人
医
療
無
料
化
に
伴
う
経
費

二
千
八
拾
万
円

ね
た
き
り
老
人
日
常
生
活
用
具

給
付
経
費
二
拾
三
万
円
マ
ッ
ト

レ
ス
５
人
分
湯
沸
器
３
人
分
、

福
祉
医
療
無
料
化
に
伴
う
経
費

百
拾
万
円
、
重
度
心
身
障
害
者

並
び
乳
児
（
所
得
制
限
あ
り
）

が
該
当
し
ま
す
。

同
和
福
祉
援
護
資
金
貸
付
事
業

会
計
繰
出
金
二
千
拾
万
円

児
童
手
当
五
百
五
拾
万
円
三
人

目
の
子
供
か
ら
毎
月
四
千
円
支

給
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
1
0

月
よ
り
五
千
円
に
増
額
さ
れ
ま

す
。

保
育
園
経
費
三
千
二
百
万
円
、

園
児
一
人
当
、
年
間
経
費
拾
九

万
円
と
な
り
ま
す
。

△
　
衛
　
生
　
費

成
人
病
対
策
費
四
拾
万
円
、
胃

が
ん
、
子
宮
が
ん
、
高
血
圧
、

検
尿
の
無
料
検
診
を
年
一
回
実

施
致
し
て
お
り
ま
す
。

乳
児
２
～
３
才
児
検
診
経
費
三

拾
万
円

結
核
健
康
診
断
経
費
六
拾
四
万

円本
年
よ
り
井
戸
水
の
検
査
、
健

康
な
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
二
拾
万
円

母
子
栄
養
強
化
対
策
費
六
拾
七

万
円
、
村
民
税
均
等
割
以
下
の

家
産
に
つ
い
て
は
、
産
前
６
ヵ

月
産
後
３
ヵ
月
、
乳
児
９
ヵ
月

問
牛
乳
代
と
し
て
毎
日
4
3
円
支

給
致
し
ま
す
。
そ
の
他
の
家
庭

の
妊
婦
に
つ
い
て
は
産
前
６
力

月
間
の
み
支
給
致
し
ま
す
。

特
別
会
計
繰
出
金
二
千
七
百
三

拾
万
円
、
こ
れ
は
黄
波
戸
地
区

の
水
道
水
源
対
策
並
び
拡
張
事

業
の
一
部
と
し
て
水
道
会
計
に

繰
出
す
も
の
で
す
。

長
門
地
区
広
域
ご
み
処
理
経
費

負
担
金
七
百
九
拾
万
円

大
津
、
豊
浦
環
境
浄
化
組
合
（

糞
尿
処
理
）
負
担
金
三
百
七
拾

九
万
円

△
　
農
林
水
産
業
費

農
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
金

三
百
二
拾
万
円

県
営
圃
場
整
備
事
業
補
助
金
九

百
九
拾
万
円
圃
場
整
備
事
業
は

受
益
者
負
担
が
二
七
・
五
％
で

す
が
、
そ
の
中
2
0
％
を
村
で
補

助
致
し
ま
す
。

第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
補

助
三
百
九
拾
万
円
、
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
大
型
１
台
、
中
型
２
台
、

田
植
機
３
台
購
入
補
助

畜
産
振
興
対
策
費
八
抬
三
万
円

緊
急
生
産
牛
導
入
補
助
二
拾
万

円農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
費

一
億
二
千
六
百
万
円

セ
ン
タ
ー
建
設
費
一
億
一
千
四

百
万
円
、
農
業
集
落
道
路
改
良

四
百
万
円
を
実
施
致
し
ま
す
。

黄
波
戸
漁
港
修
築
事
業
費
六
千

九
百
万
円
、
総
事
業
費
四
億
二

千
二
百
万
円
を
も
っ
て
昭
和
5
2

年
度
完
成
予
定
で
す
。

△
　
商
　
工
　
費

二
位
浜
電
話
架
設
費
四
抬
万
円

△
　
土
　
木
　
賛

火
非
場
改
良
工
事
八
百
八
拾
万

円
△
　
消
　
防
　
費

長
門
地
区
広
域
消
防
経
費
負
担

金
千
六
百
五
拾
九
万
円

△
　
教
　
育
　
費

サ
ン
デ
ン
交
通
バ
ス
運
行
経
費

一
部
補
償
金
百
二
拾
万
円

小
学
校
費
千
二
百
万
円
、
生
徒

一
人
当
り
四
万
円
の
支
出
と
な

り
ま
す
。

中
学
校
費
千
六
拾
万
円
、
生
徒

一
人
当
り
四
万
五
千
円
の
支
出

と
な
り
ま
す
。

本
年
村
体
育
大
会
を
開
催
致
し

ま
す
。
二
拾
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

保
険
税
五
千
万
円
、
療
養
給
付

費
の
の
び
、
給
付
改
善
等
に
よ

り
2
0
％
の
増
額
。

均
等
割
（
一
人
当
り
）
五
千
円

を
六
千
五
百
円

平
等
割
（
一
世
帯
当
り
）
六
千

五
百
円
を
八
千
円
に

資
産
割
4
1
％
を
4
5
％
に

所
得
割
3
.
4
％
前
年
通
り

一
般
会
計
繰
出
金
五
百
万
円

療
養
給
付
費
一
億
三
千
二
百
万

円
、
一
人
当
り
年
間
六
万
六
千

円
の
医
療
費
を
支
払
う
事
に
な

り
ま
す
。

高
額
療
養
費
七
百
六
拾
万
円
、

１
力
月
分
の
個
人
が
、
医
者
に

支
払
う
金
額
が
い
く
ら
か
ゝ
っ

て
も
３
万
円
で
済
む
制
度
で
す

助
産
費
二
万
円
を
四
万
円
に

葬
祭
費
五
千
円
を
一
万
円
に

育
児
手
当
二
千
円
を
三
千
円
に

夫
々
増
額

◎
簡
易
水
道
事
業
会
計

水
道
料
金
の
引
上
げ

基
本
料
金

１
ｔ
ま
で
百
五
拾
円
を
二
百
円

1
0
ｔ
ま
で
三
百
円
を
四
百
円

超
過
料
金

１
ｔ
当
り
三
拾
円
を
四
拾
円
に

夫
々
増
額

黄
波
戸
簡
易
水
道
拡
張
事
業
費

一
億
九
百
万
円
、
総
事
業
費
一

億
五
千
六
百
万
円
で
、
事
業
内

容
は
未
石
砂
防
ダ
ム
を
用
水
ダ

ム
と
す
る
水
源
施
設
、
浄
水
施

設
、
配
水
施
設
、
宅
地
造
成
地

域
内
の
幹
線
工
事
で
昭
和
5
0
年

末
完
成
の
予
定
で
す
。

◎
交
通
災
害
共
済
事
業

加
入
見
込
数
三
千
人
、
会
費
は

年
間
五
百
百
但
し
中
学
生
以
下

は
5
0
年
度
よ
り
三
百
円
に
減
額

し
て
お
り
ま
す
。

是
非
村
民
全
員
の
加
入
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

◎
同
和
福
祉
援
護
資
金
貸
付
事

業
会
計

予
算
の
規
模
は
二
千
万
円
で
新

築
改
築
を
す
る
際
の
住
宅
資
金

結
婚
資
金
の
貸
付
業
務
を
行
な

い
ま
す
。

進 む 農 村 総 合 モ デ ル 事 業

昭和50年度 一般会計歳入歳出予算　 （単位千円）

歳入総額694, 425地方交付税285, 000村 税60, 829

国庫支出金6
2, 166　　　　

県支出金
123, 436

村債76, 600
諸収入30, 993
繰越金26, 746
分担金及負担金11, 467
自動車取得税交付金9, 500
その他7, 688

「健康相談日」の開設
（毎月第１水曜日）

人
間
は
「
健
康
で
あ
る
」
こ

と
が
一
番
幸
福
な
こ
と
で
す
。

村
内
の
死
亡
件
数
の
約
6
0
％

が
成
人
病
（
脳
卒

中
、
心
臓
病
、
ガ

ン
等
）
で
占
め
て

い
ま
す
。

国
保
の
医
療
費

も
半
分
以
上
が
成

人
病
で
こ
れ
か
ら

も
増
々
高
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
母
子
に
つ

い
て
も
低
体
重
児

の
出
生
が
少
し
多

い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
平
素

か
ら
の
心
が
け
や
自
覚
に
よ
り

予
防
し
、
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
健

康
で
明
る
い
家
庭
を
作
る
た
め

に
４
月
か
ら
毎
月
第
１
水
曜
日

を
「
健
康
相
談
日
」
と
定
め
ま

し
た
の
で
気
軽
に
多
数
ご
利
用

下
さ
い
。

こ
ん
な
時
に
は
お
気
軽
に
!
!

・
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
悩
み

や
不
安
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方

・
家
族
や
近
所
の
人
の
健
康
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
方

・
治
療
を
受
け
て
い
る
が
食
事

に
注
意
し
な
さ
い
と
い
わ
れ

た
方

ま
た
そ
の
食
事
を
作
っ
て
い

る
方

・
子
供
の
発
育
や
育
児
に
つ
い

て
・
そ
の
他
い
ろ
ん
な
悩
み
が
あ

る
時

健康相談日

毎月第１水曜日

場所、時間

黄波戸公民館　９：00～11：30分

日置公民館13：00～15：00

４月２日　（水）

５月７日　（水）

６ 月４日　（水）　　

７月２日　 （水）

歳出総額694, 425
農林水産業費241, 814
民生費128, 381
総務費103, 716
教育費64, 094
衛生費49, 638
公債費22, 490
消防費19, 848
議会費19, 273
その他3, 273
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春の交通安全健民運動
５月12日から５月21日まで

歩
行
者
、
運
転
者
、
運
転
者

の
雇
主
な
ど
、
み
ん
な
で
交
通

事
故
を
な
く
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
５
月
1
2
日
か
ら
2
1
日
ま
で

の
1
0
日
間
″
春
の
交
通
安
全
知

民
運
動
″
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
は
、
歩
行
者
、
自

転
車
利
用
者
の
事
故
防
止
、
特

に
こ
ど
も
（
幼

児
及
び
小
学
校

児
童
）
と
老
人

を
交
通
事
故
か

ら
守
る
こ
と
を

重
点
に
、
次
の

こ
と
を
行
い
ま

す
。

①
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
ン
の
整
備

充
実
。

②
交
通
安
全
教

育
の
充
実

・
こ
ど
も
と

老
人
の
安

全
な
歩
行

と
自
転
車

の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て

の
指
導

・
運
転
者
と
そ
の
雇
主
に
対

し
、
歩
行
者
、
自
転
車
利

用
者
、
特
に
こ
ど
も
と
老

人
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

こ
と
を
重
点
に
指
導
を
徹

底
す
る
。

こ
の
外
、
村
で
は
、
交
通
亊

故
防
止
の
た
め
道
路
整
備
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
等
交
通
安

全
施
設
の
整
備
を
し
ま
す
。

無
事
故
で
安
全
な
日
々
を
送

る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

行
楽
シ
ー
ズ
ン

安
全
運
転
の
励
行
を

陽
気
な
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

を
む
か
え
、
海
に
山
に
行
楽
地

へ
出
か
け
る
人
も
多
く
な
り
ま

す
。
無
謀
運
転
や
、
飲
酒
運
転

そ
れ
に
居
眠
り
運
転
で
大
事
故

の
発
生
す
る
時
期
で
も
あ
り
、

無
理
な
運
転
は
し
な
い
よ
う
、

充
分
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

無

謀

運
転

無
謀
追
い
越
し

絶
対
止
め
よ
う

火

事

だ

／

予
告
な
し
に
消
火
訓
練

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
、
去
る
３
月
６
日

黄
波
戸
部
落
に
於
て
消
火
訓
練

を
実
施
し
た
。

同
朝
９
時
５
分
、
黄
波
戸
の

ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
る
丸
二
醤
油

工
場
付
近
か
ら
火
が
出
た
と
の

想
定
。
こ
の
馴
練
は
地
元
の
人

た
ち
に
も
予
告
な
し
。
漁
協
の

ス
ピ
ー
カ
ー
で
出
火
場
所
が
知

ら
さ
れ
る
と
、
各
家
庭
の
主
婦

た
ち
約
百
人
が
千
に
手
に
バ
ケ

ツ
を
も
っ
て
か
け
つ
け
、
小
川

か
ら
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
初
期
消

火
に
あ
た
っ
た
、

ま
も
ぺ
く
地
元
消
防
車
四
台

と
長
門
地
区
消
防
署
か
ら
大
型

タ
ン
ク
車
が
か
け
つ
け
、
海
か

ら
ホ
ー
ス
を
の
ば
し
消
火
活
動

を
実
施
。
消
火
に
あ
た
っ
た
主

婦
た
ち
は
、
初
期
消
火
の
重
要

さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

な
お
こ
の
訓
練
終
了
後
、
漁

協
裏
の
空
地
に
於
て
、
消
火
器

の
取
扱
等
に
つ
い
て
長
門
消
防

署
よ
り
指
導
を
受
け
、
実
際
に

参
加
者
の
手
に
よ
っ
て
消
火
実

験
を
災
施
し
だ
。

バ ケ ツ リ レ ー に よ る 初 期 消 火

粉 末 消 火 器 に よ る 消 火 実 験

昭和50年4月１日から 運転免許等の手数料が
次のとおり改正されます　　　　 （長門警察署）

改　正　手　数　料　額
手　数　料　の　種　別 現　　 行

800円

( 1. 200 円)

改　　 正

試　験

手数料

普通第一種試験
1. 000 円
( 1. 500 円)

上 記 及 び 小 特 、原
付 を 除 く 試 験

800円
( 1. 100 円)

1. 000 円
{ 1. 400 円)

小 特、 原 付 試 験 500円 600円

仮 免 許 試 験
700円

( 1. 000 円)
900円

( 1. 300 円)

交 付

手数 料
第一種、第二種免許証 500円 700円

仮 運 転 免 許 証 300円 400円

再交付

手数料
第一種、第二種免許証 700円 1. 200円

仮 運 転 免 許 証 300円 400円

更　　 新　 手　 数　 料 1. 000円

600円( 900円)

1. 300 円

限 定 解 除 審 査 手 数 料
800円( 1. 200 円)

国 外 運 転 免 許 証 交 付 手 数 料

講習|　処分者講習

600円1時間につき
250円
1時間につき250
円

1. 000円

1時間につき
300円

1時間につき
300円

１時間につき

250円
手数料

指定教習所検定員
指導員講習

安 全 運 転 管理者講習 1時間につき
200円

試験手数料の（　）内は貸車料を含めた額である。

税務署だより 確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
ら

確
定
巾
告
は
３
月
1
5
日
で
終

り
ま
し
た
。
申
告
の
あ
と
で
、

内
容
の
間
違
い
に
気
づ
い
た
ら

早
速
訂
正
の
手
続
き

を
と
っ
て
く
だ
さ
い

〈
少
な
く
計
算
し

て
い
た
と
き
〉

計
算
の
ミ
ス
で
、

納
め
た
税
金
が
少
な

か
っ
た
り
、
返
し
て

も
ら
う
税
金
が
多
す

ぎ
た
場
合
は
「
修
正
申
告
」
で

正
し
く
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

早
い
方
が
有
利
で
す
。

〈
多
く
計
算
し
て
い
た
と
き
〉

逆
に
、
税
金
の
納
め
す
ぎ
が

わ
か
っ
た
と
き
は
、
「
更
正
の

請
求
」
を
し
て
、
納
め
す
ぎ
た

分
を
返
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
手
続
き
が
で
き
る
の

は
、
4
9年
分
の
確
定
申
告
の
場

合
、
5
1
年
３
月
1
5
日
ま
で
で
す

〈
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
〉

う
っ
か
り
し
て
確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
申
告
間

限
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
確
定
申

告
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
も
早
い

方
が
有
利
で
す
。

こ
う
し
た
手
続
き
の
用
紙
は

税
務
署
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

無
許
可
の
ポ
ス
タ
ー

看
板
類
の
撤
去

に
つ
い
て

統
一
地
方
選
挙
が
近
ず
く
に

あ
た
り
、
選
挙
に
関
す
る
文
書

等
の
撤
去
措
置
に
つ
い
て
各
関

係
機
関
が
協
議
を
行
い
ま
し
た

そ
の
結
果
、
街
の
美
観
を
保
持

す
る
と
い
う
主
旨
か
ら
、
現
在

道
路
沿
い
、
電
柱
等
に
張
り
出

さ
れ
て
い
る
無
許
可
の
ポ
ス
タ

ー
、
看
板
類
を
取
り
除
く
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
、
長
門
警
察
署

管
内
で
も
３
月
2
5日
一
斉
に
共

同
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
張
り

出
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
管
理

者
等
の
許
可
を
う
け
て
張
り
出

し
て
下
さ
い
。

保
健
婦
だ
よ
り

かぜをひいてしまったら
こ ん な 注 意 を

◎
ひ
き
は
じ
め

１
暖
か
く
す
る
…
衣
物
を
ふ
や

す
。
部
屋
を
暖

か
く
す
る
。
寒

さ
冷
た
さ
に
ふ

れ
な
い
。

②
早
く
寝
る
…
暖

か
い
も
の
を
食

べ
た
り
飲
ん
だ

り
し
て
暖
か
く

し
て
寝
る
。

③
ふ
ろ
は
ダ
メ
…

ふ
ろ
で
暖
ま
っ

て
寝
る
と
い
う

の
は
間
違
い
、

か
ぜ
を
ひ
ど
く

す
る
。

④
ム
リ
を
し
な
い
…
ど
う
し
て

も
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
こ

と
以
外
は
ほ
っ
た
ら
か
し
て

静
養
第
一

⑤
お
と
し
よ
り
、
子
ど
も
、
既

往
症
の
あ
る
人
は
早
め
に
手

当
て
を
受
け
る
。

◎
本
格
的
な
か
せ

こ
の
時
期
に
か
ぜ
の
症
状
が

全
部
で
そ
ろ
う

ま
た
か
ぜ
に
　
　
な
っ
た
症

状
の
一
つ
で
下
痢
を
す
る
こ

と
が
あ
る
。
赤
ち
ゃ
ん
は
下
痢
を
と

も
な
う
こ
と
が
多
い

食
欲
が
な
い
場
合
は
、
牛
乳

ジ
ュ
ー
ス
、
番
茶
等
水
分
の

補
給
を
忘
れ
ず
に
。

◎
か
ぜ
の
終
り

か
ぜ
の
終
り
は
、
と
く
に
栄

養
価
の
高
い
も
の
を
食
べ
、

体
力
の
回
復
を
は
か
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
入
浴
は
完

全
に
治
っ
て
か
ら
。

昭和50年度　部落長決まる

部　落 氏　　名
電話
番号
831
7

部　落 農土園

氏　　 名

国弘　 敏郎

電話
番号
4193

長　崎 末永　　 定

黄 波戸 三 輪　武夫 622 小 野地 上田　耕一 4562

矢ヶ浦 増野　秀 吉
819

6
狩 宿 上田　正雄 459

84712茅　 刈 木 村　一 男 8153 一円 中野　宗二

黄波戸囗 金田　　 明 54
42

向　田 池永　　 昇

前田　英雄

篠崎　隆 一

468

7堀田
高林 誠一 5591 川原

536

2
宮の馬 場 植田　和美

564

6
中 村 5331

古　 市 水野　義友 48
東 坂 本 重村　秀昭 5556

上　 城 大町　啓記 440

7
西坂本 川内　 伴太

5498
180

大内山上 松永　正 作 4326 炭　床 溝部　實

大内山下沖田　新作 4253 北　 山

野田北

光井　　 悟
5151
4811

畑　上 沖原　文夫

畑　 下 石 田　繁一 4211 野田 南 中村　源吉
479

1
国　広 山本　 弘 42

41
長　 行 林　　 唯 幸 5217

真　口 大村　　 機 4262

452
1

雨　 乞
高木　友彦

4778

新　 市 西 村孝三郎

こちら119

２月中の火災　　3件　　　原因
長　門　市　建物1件～ストーブ
油　谷　町　建物1件～風呂のかまど
日　置　村　　林野1件～マッチかタバコの投げ捨て

タバコの投げ捨てはしないでください
毎月19日の防火の日と、春秋の火災予防運動間間中に巡回広報
を行いますが、この時緊急サイレンの入った音楽を流します。
これは皆様に注意をうながすための全国共通の火災予防用テー
マ音楽ですからご了承下さい。

ご存知ですか　鏡のいたずら

窓辺に凹面鏡をおくと日光を
反射して燃えるものに火がつ

き火事になった例がときどき
あります。

毎月19日は防火の日・毎日夜９時は防火の時間

９がつく日（９日、19口、29日）の防火の時間にはサイレ
ンが嗚ります。

し
尿
汲
取
り

料
金
の
改
定

４
月
１
日
か
ら
一
般
家
庭
、

学
校
等
の
し
尿
汲
取
り
料
金
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

先
般
、
長
門
術
生
社
よ
り
原

価
計
算
に
も
と
づ
き
改
定
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
郡
内
市

町
村
と
業
者
と
再
三
協
議
を
し

た
結
果
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

・
最
低
料
金
　
9
0
ｌ
ま
で
5
0
0
円

・
超
過
料
金
　
1
8
ｌ
に
つ
き
1
0
0
円

・
ホ
ー
ス
加
算
料
金
　
6
0
ｍ
以

上
１
回
に
つ
き
2
5
0
円

・
改
定
料
金
実
施
時
期

昭
和
5
0
年
４
月
１
日
よ
り

コイのぼりを建てる際には

チョット　ご注意を

こ
れ
位
い
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
た
て
に

ポ
ー
ル
が
倒
れ
て
電
線
を
切
っ
た
り
、
コ

イ
の
ぽ
り
が
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
電
線
に

ふ
れ
た
り
し
て
、
停
電
事
故
を
起
こ
し
て

お
り
ま
す
。

お
子
様
の
前
途
を
祝
っ
て
の
コ
イ
の
ぼ
り

が
チ
ョ
ッ
ト
の
不
注
意
か
ら
い
や
な
思
い

出
と
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

（
中
国
電
力
長
門
営
業
所
）

寄
付
お
礼

社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
資
金
に
寄
付

１
月
1
6
日
か
ら
３
月
1
5
日
ま

で
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。
お
心
遺
の
程
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
は
す
べ
て
省
略
さ
せ

て
頂
き
ま
す
）

◎
香
典
返
し

故
人
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
、

お
祈
り
し
ま
す
。

惣
代
カ
ヅ
エ
（
一
円
）
、
藤

永
郁
司
（
宮
の
馬
場
）
、
長
瀬

作
一
　（
長
行
）
、
高
藤
智
量
（

黄
波
戸
）
、
丸
山
慶
一
　（
黄
波

戸
口
）
、
浅
川
完
一
　（
野
田
）

木
村
ヨ
シ
エ
（
黄
波
戸
口
）
、

伊
藤
忠
彦
（
長
行
）
、
江
原
昭

一
　（
北
山
）
。

以
上
　
九
件

二
四
二
、
〇
〇
〇
円

◎
一
般
寄
付

Ａ
病
気
見
舞
返
し

柳
原
源
一
　（
大
内
山
）

ご
全
快
お
目
出
と
う
存
じ
ま

す
。
ご
健
康
を
祈
り
ま
す
。

Ｂ
そ
の
他

愛
の
小
箱
＝
配
分
金

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
＝
先
般

下
関
市
で
お
餅
つ
き
を
さ
れ
、

そ
の
利
益
金
を
お
寄
せ
頂
き
ま

し
た
。
以
上
　
三
件

三
六
、
八
〇
〇
円

合
計
　
一
二
件

二
七
八
、
八
〇
〇
円

本
年
度
の
累
計
　
七
〇
件

一
、
一
六
四
、
九
二
〇
円

◎
善
意
寄
託

一
老
人
よ
り
引
続
き
ニ
カ
月
分

計
一
、
〇
〇
〇
円
寄
託
さ
れ
、

毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

行
楽
マ
ナ
ー

日
本
を
き
れ
い
に

し
ま
し
ょ
う

ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
捨
て
場
へ
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